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『比較社会文化研究』35号
「擬音語の擬態語化についての日中対照研究」論文の再掲載について

『比較社会文化研究』35号編集委員会

『比較社会文化研究』
『地球社会統合科学研究』読者の皆さまへ

　平素より『比較社会文化研究』および『地球社会統合科学研究』を手に取っていただき、誠に感謝申し上

げます。このたび『比較社会文化研究』35号（2014年2月刊行）の編集上の瑕疵について説明をさせていた

だきたく、『地球社会統合科学研究』10号への掲載許可をいただきました。

　『比較社会文化研究』35号では、趙寅秋論文「擬音語の擬態語化についての日中対照研究:日本語「ABAB」

型オノマトペ両用語と中国語「ABB」型形容詞を例として」が掲載されています。元々、『比較社会文化研究』

33号（2013年2月刊行）に発表した同一名の論文中に追記、修正事項があり、著者本人が35号での正誤票の

挿入を希望されていました。しかし編集委員の判断により修正済みの論文を同一名で再掲載することを提案

し、35号に同一名論文が掲載され、その再掲載にあたって編集者より33号からの修正再掲載である旨と経緯

の説明が為されなかったため、読者に混乱を招く公表となってしまいました。

　この明らかな編集上の瑕疵につきまして、一切の責任は35号編集委員会にあります。この場をお借りして

読者の皆様に心よりお詫び申し上げます。なお33号掲載の旧論文は、著者本人の希望に沿い、九州大学学術

情報リポジトリからは削除してありますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。

　このように公表後の対処が大幅に遅れたことで、著者である趙寅秋様、および読者の皆様に多大なご迷惑

をおかけしましたこと、重ねて心よりお詫び申し上げます。
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